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施工説明書 
●製品概要 

名 称 LEDioc FLOOD DUELL 310 

投 光 器 形 式 配 光 性 能 光 源 色 色  温  度 演色評価数 仕 上 色 適 合 LED 電 源 形 式 

E30501M/N 中角タイプ 

昼 白 色 5000K  

Ra:70 

（ 高 効 率 形 ）  

ブラック 半艶 
LE148115HS1/2.4-A1 

（必要数：2 台） 

E30501W/N 広角タイプ 

E30501SW/N 超広角タイプ 

E30501S/N 横長配光タイプ 

E30502M/N 中角タイプ 

Ra:80 

（ 高 演 色 形 ）  

E30502W/N 広角タイプ 

E30502SW/N 超広角タイプ 

E30502S/N 横長配光タイプ 

質  量 15kg ±10% 

防 水 性 能 防 雨 形 

使 用 場 所 人が容易に触れるおそれのない屋外の一般的な場所 

使用周囲温度 －20～35℃ 

適合電線 
600V二種EPゴム絶縁クロロプレンキャブタイヤケーブル（２PNCT）と 

同等以上の性能を有する2㎟×5心ケーブル（仕上外径φ10.5～16.2mm） 

 

●この投光器には、適合のＬＥＤ電源が必要です 

1. 必ず適合のLED電源とセットで使用してください。（上表の組み合わせで使用してください。） 

※商用電源へ直接接続したり、ＨＩＤ用安定器二次側などで使用した場合、投光器（LED）の破損、発煙または点灯回路損傷のおそれがあります。 

2. 電源電圧は、LED電源に指定された電圧の範囲以内で使用してください。 

3. 投光器からLED電源までの管灯回路（電源二次側）配線長さは、50m以下で使用してください。 

長すぎますと始動性能や特性に影響が出ることがあります。 

4. 投光器のLED点灯回路は2系統で構成しており、各々に極性があります。LED電源および投光器の極性を合わせて配線してください。 

 

●ご使用上の注意 

1. 施工は、取扱説明書に従って正しくおこなってください。施工に不備があると、発煙、発火、感電、落下による事故の原因となることがあります。 

2. 投光器は、投光器質量に充分耐える強度を確保した構造物に取付けてください。過度の締付けによる投光器の変形に注意し確実に取付けてください。 

施工に不備があると、落下の原因となることがあります。 

3. 投光器の使用可能角度範囲（図4-1,図4-2）をご確認のうえ、構造物と干渉しないように投光器を取付けてください。 

投光器が構造物に触れた状態で設置された場合、発煙、発火、落下の原因となることがあります。 

4. 角度調整用取っ手（図1）は投光器設置後、照射角度を調整するために使用するものであり、運搬用ではありません。 

運搬用に使用した場合、落下によるけがの原因となることがあります。 

5. 投光器の設計風速は60m/sです。それ以上の場所で使用すると、落下による事故の原因となることがあります。 

6. 投光器は定置形器具です。それ以外の用途で使用すると、発煙、発火、感電、やけど、落下による事故の原因となることがあります。 

7. 放熱フィンに落ち葉やごみ、虫の死骸などが溜まるおそれがある場所で使用する場合は、必ず定期的な清掃を実施してください。 

放熱効果の低下により光束の低下やLEDの短寿命の原因になります。 

8. LEDを直視しないでください。目の障害の原因となることがあります。 

9. LEDは白熱灯や蛍光灯などの一般光源と比較して色のばらつきが大きいのが実情です。そのため個々のLEDにより色味が異なる場合があります。 

また照射距離が近い場合は、照射面によって光むらや色むらが生じることがあります。 

10. 投光器の周囲温度が－20～35℃の範囲で使用するよう設計されていますが、夏季期間などの一時的に50℃まで上昇する場所に使用することは 

可能です。ただし、周囲温度が50℃を超える場所で使用した場合、温度上昇により発煙、発火、電源の故障、若しくはLEDの寿命が短くなる 

原因となることがあります。 

11. 冠水のおそれのある場所では使用しないでください。漏電、感電、故障の原因になります。 

12. 投光器の前面カバーにきず等をつけないでください。破損、防水不良、照度低下の原因となることがあります。 

なお前面カバーに亀裂等を発見した場合は、ただちに電源を切り、早急な交換の必要がありますので最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。 

13. 投光器は分解、改造しないでください。放熱フィンや前面カバーを外したりしないでください。 

発煙、発火、感電、落下、破損の原因となることがあります。 

14. 投光器は掘り込まれた狭い場所や筒に囲まれた風通しの悪い場所には取付けしないでください。発煙、発火の原因となることがあります。 

15. 投光器全体や一部及び前面部に、材質を問わず、覆ったり、かぶせたりしないでください。 

特に、前面部をフィルタで覆ったり、かぶせたりしないでください。発煙、発火、感電、落下、破損、変形の原因となることがあります。 

16. 既設のポール、架台等を使用するリニューアルの場合、老朽化が考えられ投光器の落下や架台等の破損の原因となりますので、必ず最寄りの 

弊社営業所までお問い合わせください。 

17. その他使用条件でご不明な点がありましたら最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。 
 

●各部の名称 (図は一部省略抽象化してあります。) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●投光器の取付け 
取付けに不備がある場合、浸水による絶縁不良やランプ不点の原因となることがあります。 

1. 投光器は、構造物の取付面に図 3 のように取付ボルト M16 を５５mm間隔で２本設置し、投光器の台座の穴に挿入して、取付ボルト各々に 

平座金、ばね座金、六角ナットを入れ締付推奨トルク 94～108N･m で確実に締付けてください。（図 3） 

締付けが不完全な場合、投光器の落下による事故の原因となることがあります。 

2. 投光器は、図 4-1 の照射角度範囲内でご使用ください。また、周囲温度が一時的に 50℃まで上昇する場所に使用することは可能ですが使用角度に 

制限がございますので図 4-2 のように設置してください。 

 

 

 

 

 

 

 

●電源線の接続 
1. 結線 BOXカバーをネジ 4本緩めて取外してください。 

2. 600Ｖ二種 EP ゴム絶縁クロロプレンキャブタイヤケーブル（２PNCT）と同等以上の性能を有する 2 ㎟×5 心ケーブル（仕上外径φ10.5～16.2mm） 

を締付ナットに通し、図 2 のように極性を合わせ、端子台に結線して端子台ネジを締付推奨トルク 1.3～1.5N･m で緩みのないように確実に締付けて 

ください。また、5 心ケーブルは電線押えにて確実に固定し、電線押えネジを締付推奨トルク 1.3～1.5N･m で緩みのないように確実に締付け 

てください。また、管灯回路（電源二次側）配線長さは、50m 以下で使用してください。（図 2 ,図 5） 

3. LED 電源の投光器側配線と投光器側のケーブルを結線する際、ケーブルのシースと 5 心の電線末端処理を自己融着テープなどにより確実におこなって 

ください。不完全な場合、ケーブルのシース内を通して投光器内に浸水することがあります。また、絶縁処理は導体部分のみではなくシース（外被）部 

も含めておこなってください。（図 6） 

不十分な場合、電線からの浸水による絶縁不良や、ランプ不点の原因となることがあります。 

投光器の LED 点灯回路は 2 系統で構成しております。LED1 の極性＋－、LED2 の極性＋－と適合電源の極性＋－を合わせてください。 

結線が異なるとランプの不点や故障の原因となることがございます。 

4. 結線 BOXカバーを取付けの際は、結線 BOXと結線 BOXカバーの片側にそれぞれ位置決め用の突起と溝がありますので、突起部を溝に合わせるように

はめ込んでください。（図 7） 

取付けに不備がある場合、浸水による絶縁不良やランプ不点の原因となることがあります。 

5. 結線 BOXカバーはネジ 4本を締付推奨トルク 1.3～1.5N･m で均等に締付けて雨水がはいらないように確実に取付けてください。 

また、締付ナットも雨水が入らないように確実に締付けてください。（締付推奨トルク：2.0～2.5N･m） 

6. 投光器のアースは結線 BOX内にあるアース端子を利用して、D 種接地工事をおこなってください。 

7. 結線が終わりましたら、投光器側の配線ケーブルは必要な長さを確保して、アームに結束バンドなどで固定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご注意 

商用電源へ直接接続したり、ＨＩＤ用安定器二次側などで使用した場合、投光器（LED）の破損、発煙または点灯回路損傷のおそれがあります。 

●照射角度の調整 
1. 照射角度の調整は、図1の角度調整用取っ手で器具をしっかりと支えながらハンドル（2箇所）を緩め、ゆっくりと器具の照射角度に合わせてください。

しっかりと支えていない場合、器具が急に回転し破損、けがの原因となります。 

2. 照射角度調整後、ハンドル（２箇所）をしっかりと締付けてください。（締付推奨トルク：22～25Ｎ･m） 

締付けが不十分な場合、投光器の落下による事故の原因となることがあります。 

3. 照準器による照射角度の調整をご希望の場合は、最寄りの弊社営業所までお問い合せください。 

角度調整の際、本体とアームの間に手を挟まないようご注意ください。 

けがの原因となることがあります。 

 

その他ご用命でご依頼事項がありましたら、最寄りの弊社営業所までお問い合わせください。 
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[図 1] [図 2] 

[図 3] [図 4-2] 

[図 5] [図 7] 

[図 4-1] 

[図 6] 

自己融着テープなどにより各端末を 

絶縁処理した後に、シース（外被）部 

から絶縁処理をおこなってください。 
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